








要約:母子保健教育の効率的システムの開発を目的として、全国保健所848、市町村 3,222

のアンケート調査を実施した。その結果:(1)乳児健診のシステムは全国的に一定していな

い。(2)乳児健診に従事している医師の約半数は小児科医以外である。(3)母子保健に関す

る研修内容としては、発達、心理学の研修が多く、希望としても多い。このことは乳児健

診で発達のチエックが重視されていることを示している。(4)母子保健に関する研修回数は、

全体的に少なく、計画性に乏しいようで現状では，乳児健診の質的レベルの低下を防止す

ることはもちうんのこと、母子保健法の市町村への一部移管が行なわれた場合、母子保健

の質的レベルの低下を防止することは不可能であろう。(5)これらの実態から、母子保健教

育、とくに乳児健診学教育システムの早急な確立と教育方法の開発が必要であろう。(6)

効率的教育媒体として福岡市小児科医会作成の乳児健診の手引きのビデオテープを試作中

である。 


